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環境配慮型ビジネス01
効率的な物流インフラの導入で

環境負荷の低減や持続可能な社会を実現します

株式会社新井商運
伊勢崎市

代　表　者：	 新井 聡
設立年月日：	 1971 年 4 月 10 日
資　本　金：	 2 億 5,000 万円
従 業 員 数：	 292 人

住  所：	 伊勢崎市日乃出町 700-1
T E L：	 0270-22-2511
Ma i l：	 somu@alpha-arainet.biz
U R L：	 http://www.alpha-arainet.biz

● 事業者紹介 ● 経緯・背景

● 具体的な取組や成果

　1971 年に群馬県太田市にて設立。 運送業・倉庫業を中
心に事業を拡大し、群馬県を中心とした北関東で、物流セ
ンターや運送拠点を 9 ヵ所、北関東以外でも支店・営業所
を運営するに至り、2021 年で設立 50 周年を迎えました。
これまでの 取 組 の 中
で、様々な商材・業種
の物流を手掛けてきた
総合物流企業です。

　設立から 50 周年を迎え、これからも事業を継続するにあ
たり、物流企業として社会貢献できることは何かを検討する
必要があると考えています。 事業の柱である運送業・倉庫
業を通じて環境負荷の低減、関連企業と連携した物流イン
フラの技術革新など
を通して、 持続可能
な社会を実現するた
めに貢献したいと考
えています。

【具体的な取組】　
●環境の取組
・低公害車の導入
・太陽光発電パネルの設置
・倉庫照明の LED 化
・�特殊自動車の排出ガス低減対策のための 

フォークリフトの EV 化推進
●安心・安全な取組
・営業所に血圧計やパルスオキシメーターを設置
・保有車両にデジタルタコグラフ搭載を推進中
・�協力会社との定期的な交通事故撲滅大会、 

フォークリフト運転技能講習の開催

　SDGs の目標達成のため、「人の和をもって物流
ネットワークの構築を目指し、物流改革を通して、
社会への貢献と社員の福祉向上を図る」という経
営理念のもとに、「売り手よし、買い手よし、世間
よし」の精神で、 売り手と買い手が共に満足し、
また社会貢献を通して地域社会との共存共栄を目
指します。

　トラック輸送による CO2 排出量の削減を達成す
るため、物流機器業者、システム業者と協働しデ
ジタル化を推進。 荷主企業との協議も含め、より
効率的な物流インフラの導入を目指します。またト
ラック販売業者と連携し、将来的な環境対応車へ
のシフトを検討します。

【成果】
●低公害車の導入
・環境対応型ディーゼル車を 29 台導入・入替を実施
・�平成 28 年度排ガス基準および、平成 27 年度燃費基準

を達成
●太陽光発電パネルの設置
・�自社倉庫の 2ヵ所で再生エネルギー（太陽光）発電 

設備を設置
・年間電力量 約 1,600,000kWh
●倉庫照明の LED 化
・使�用倉庫すべての拠点で LED へ切替達成
●特殊自動車の排出ガス低減対策のためのフォークリフトの EV 化推進
・使用フォークリフトの 56％を EV へ切替達成

物流インフラの技術革新と環境への取組により
環境対応型ディーゼル車の導入や太陽光発電パネルを設置します

低公害車：環境対応型ディーゼル車（平成 27 年度燃費基準達成車
+ 平成 28 年度排ガス基準達成車）

太陽光発電パネル：伊勢崎市内の自社倉庫 2ヵ所にて太陽光発電を
実施

物流ネットワークを構築し
地域社会と共存共栄を目指す

効率的な物流インフラ導入で
CO2 排出量を削減

当社にとっての SDGs ビジョン 今後の展望と求めるパートナー像
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